
剖検率7指標

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分　子 病理解剖実施数 他病院に依頼して病理解剖した数も含める

分　母 死亡退院数（入院）＋入院料を算定した外来死亡数 

・病理解剖は、亡くなられた患者様の死因を究明し、今後の医療に役立てていくためにも大切であり、臨床研修病院では研修上の観点からも大切となります。
  指標の意義

  指標の計算式、分母・分子の解釈 ・収集期間：１ヶ月毎

  考察

Process

【2012年　年間数値報告】
最小値0件（0.0％）　25％値1件（0.13％）　中央値2件（1.36％）　75％値8件（3.10％）　
最大値31件（10.03％）
＊剖検実施数、（　）は剖検率
回答病院　71病院
【考察・分析】
　2011年は55病院で304件、2012年は71病院で340件の剖検実施の報告がありまし
た。
　中央値、75％値は下がりましたが、最大値は上昇しています。
　2012年報告のあった71病院中、昨年も参加していた55病院で見てみると、23病院が
昨年より件数が増加しました。

　2012年は剖検未実施の病院が18病院あり、臨床研修病院の基幹型病院52病院中3病
院が未実施でした。
　剖検の実施は、常勤病理医の有無にも影響されます。
　剖検の実施にあたっては、患者様、ご家族様との信頼関係の構築に努め、剖検の意義を
理解、了承して頂く取り組みが必要となります。
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指標 7　剖検率　 Process
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